
平成２３年１０月３０日
秩父市 環境部 環境立市推進課 大野 輝尚

秩父市のバイオマス事業



市域面積 ５７，７６９ｈａ

森林面積 ５０，６１１ｈａ
（埼玉県 １２２，５４５ｈａ）

人 口 ６６，９３９人
（Ｈ22国調速報 参考1960年 ８２，８１１人）

林業就業者 １３９人
（参考1960年 １，２５８人）

○ 森と水の力ほとばしるまちづくり

「環境立市 ちちぶ」
＜総合振興計画 ５つの基本目標のひとつ＞

秩父市の概要 産業別の就業人口
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秩父地域の民有林

凡例

民有林

市町有林

県有林

秩父市の人工林の齢級別面積
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注１） 国有林を除く。 注２） １齢級は、５年単位



○○○○ 木材価格の低迷木材価格の低迷木材価格の低迷木材価格の低迷

○○○○ 林業労働者の減少、高齢化林業労働者の減少、高齢化林業労働者の減少、高齢化林業労働者の減少、高齢化

○○○○ 伐採、育林等の減少伐採、育林等の減少伐採、育林等の減少伐採、育林等の減少

⇒ 森林（人工林）は荒廃の危機にある

森林・林業の現状森林・林業の現状森林・林業の現状森林・林業の現状
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賦賦賦賦 存存存存 量量量量 推推推推 計計計計

森林バイオマス

主伐（皆伐）現場主伐（皆伐）現場主伐（皆伐）現場主伐（皆伐）現場

搬出間伐現場搬出間伐現場搬出間伐現場搬出間伐現場

種 別 賦存量（年間） 備 考

未利用・未活用
の間伐材

約５０，０００トン H１６年
度推計

主伐等の木材生
産時の森林残材

約１，５００

～２，２００トン

製材所の端材・
バーク、その他

５，５４０トン H１７年
度調査

（単位：ｍ3）

注）平成１６年度バイオマス等未活用エネルギー実証試験事業調査（秩父市）より

主伐に伴う森林バイオマス量の推計

秩父地域の木材
供給量（目標）

伐倒される樹木
の材積（推計）

林地に残される
枝条等の材積
（推計）

エネルギー利用エネルギー利用エネルギー利用エネルギー利用
可能量可能量可能量可能量(推計推計推計推計)

平成１６年度 ３２，０００ ４０，０００ ８，０００ ４，０００４，０００４，０００４，０００

１７ ３４，０００ ４２，５００ ８，５００ ４，２５０４，２５０４，２５０４，２５０

１８ ３７，０００ ４６，２５０ ９，２５０ ４，６２５４，６２５４，６２５４，６２５

１９ ４０，０００ ５０，０００ １０，０００ ５，０００５，０００５，０００５，０００

２０ ４２，０００ ５２，５００ １０，５００ ５，２５０５，２５０５，２５０５，２５０

２１ ４４，０００ ５５，０００ １１，０００ ５，５００５，５００５，５００５，５００

２２ ４６，０００ ５７，５００ １１，５００ ５，７５０５，７５０５，７５０５，７５０



（１） 「森林の再生・保全」を狙い、持続的な森林経営地域システムの再興
（２） 取り組み内容；

① ＧＩＳの活用と林業基盤整備・団地化・高性能林業機械による
効率的な木材生産

② 森林残材等のチップ化、ペレット化システムの構築
③ チップ、ペレットによるバイオマスエネルギー事業の立上げ
④ バイオマス事業の生産エネルギーによるモデル事業
⑤ 上記の取組みや環境・エネルギーに関する研究・開発

（３） 始めは、行政・公的機関で立上げ、早期民営化を進める
（４） バイオマスエネルギー開発の「秩父モデル」としての普及啓発活動
（５） 地域システム全体の活性化と産業・雇用の創出につなげる

Ｈ16年度 NEDOバイオマス等未活用エネルギー実証試験事業調査「秩父市バイオマス・コジェネ施設整備事業調査」より

秩 父 市 の バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー 事 業 の コ ン セ プ ト秩 父 市 の バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー 事 業 の コ ン セ プ ト秩 父 市 の バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー 事 業 の コ ン セ プ ト秩 父 市 の バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー 事 業 の コ ン セ プ ト

１．川川川川 上上上上 側側側側 ； 安定・低コストにバイオマスを搬出、輸送、加工

２．川川川川 中中中中 側側側側 ： 木質バイオマスのエネルギー変換

３．川川川川 下下下下 側側側側 ： 生産エネルギーや副産物の有効利用



「バイオマス元気村構想」と「自由発想の事業展開」
①①①① 住民参加と森林保全、自然住民参加と森林保全、自然住民参加と森林保全、自然住民参加と森林保全、自然 エエエエ

ネルギーの普及啓発のためにネルギーの普及啓発のためにネルギーの普及啓発のためにネルギーの普及啓発のために

⇒ 「森の先生」、

薪拾いボランティア

②②②② 森林ボランティア育成のために森林ボランティア育成のために森林ボランティア育成のために森林ボランティア育成のために

⇒森林ボランティア育成教室

③③③③ 小中学生への森と水の環境学小中学生への森と水の環境学小中学生への森と水の環境学小中学生への森と水の環境学

習、宿泊体験の場に習、宿泊体験の場に習、宿泊体験の場に習、宿泊体験の場に

⇒「森林・林業を学ぶ」、

「自然エネルギーを学ぶ」

「水を学ぶ」 ｅｔｃ

④④④④ 観光との連携観光との連携観光との連携観光との連携

⇒「木に親しむ」、

「歴史・祭りなどの民俗

行事」、「花・自然、パノラマ」 ｅｔｃ

⑤⑤⑤⑤ 視察、研究会等の受入視察、研究会等の受入視察、研究会等の受入視察、研究会等の受入

⑥⑥⑥⑥ 地域住民との協働作業地域住民との協働作業地域住民との協働作業地域住民との協働作業

⇒ コジェネ関連への参画、「森の先生」、「山の語り部」、来訪者の迎え入れ

⇒⇒⇒⇒ 生きがい・元気づくり生きがい・元気づくり生きがい・元気づくり生きがい・元気づくり ⇒⇒⇒⇒ 地域の活性化・地域振興地域の活性化・地域振興地域の活性化・地域振興地域の活性化・地域振興

バイオマス元気村構想バイオマス元気村構想バイオマス元気村構想バイオマス元気村構想

東電

トータルで循環型社会の研究事業トータルで循環型社会の研究事業トータルで循環型社会の研究事業トータルで循環型社会の研究事業

市民参加、産業、研究機関、学校と連携など地域社会システムとして

間伐材・

森林残材

木材利用

エネルギー利用

バイオマス・コジェネ施設

電気 熱

製品開発
販売促進

元気村
お風呂

足湯
ハウス等

雇用の創出

雇用

雇用

集客の増大

来訪者の増のよる経済効果

食事、土産、交通機関、観光施設

雇用・新規産業



ちちぶバイオマス元気村発電所ちちぶバイオマス元気村発電所ちちぶバイオマス元気村発電所ちちぶバイオマス元気村発電所
---- バイオマス発電の目的バイオマス発電の目的バイオマス発電の目的バイオマス発電の目的 ----

①①①① 森林の再生と保全森林の再生と保全森林の再生と保全森林の再生と保全
②②②② 地球温暖化問題への対応地球温暖化問題への対応地球温暖化問題への対応地球温暖化問題への対応
③③③③ 資源循環型社会の構築資源循環型社会の構築資源循環型社会の構築資源循環型社会の構築
④④④④ 林業をはじめとする産業の林業をはじめとする産業の林業をはじめとする産業の林業をはじめとする産業の

振興振興振興振興
⑤⑤⑤⑤ 新規産業と雇用の創出に新規産業と雇用の創出に新規産業と雇用の創出に新規産業と雇用の創出に

よる地域の活性化よる地域の活性化よる地域の活性化よる地域の活性化
⑥⑥⑥⑥ 環境学習の推進環境学習の推進環境学習の推進環境学習の推進

‐‐‐‐ 計計計計 画画画画 値値値値 -
電気：発電端電気：発電端電気：発電端電気：発電端 １１５ｋＷ１１５ｋＷ１１５ｋＷ１１５ｋＷ 送電端送電端送電端送電端 １００ｋＷ１００ｋＷ１００ｋＷ１００ｋＷ
熱熱熱熱 ：有効利用熱量：有効利用熱量：有効利用熱量：有効利用熱量 １５０１５０１５０１５０Mｃａｌ／時ｃａｌ／時ｃａｌ／時ｃａｌ／時
運転：１２時間／日運転：１２時間／日運転：１２時間／日運転：１２時間／日 ３００日／年３００日／年３００日／年３００日／年
原材料：未利用間伐材等の木質バイ原材料：未利用間伐材等の木質バイ原材料：未利用間伐材等の木質バイ原材料：未利用間伐材等の木質バイ オオオオ

マスマスマスマス １．５㌧１．５㌧１．５㌧１．５㌧/日日日日 ４５０㌧４５０㌧４５０㌧４５０㌧/年年年年
ＣＯ２排出量削減：３５０㌧ＣＯ２排出量削減：３５０㌧ＣＯ２排出量削減：３５０㌧ＣＯ２排出量削減：３５０㌧-ＣＯ２ＣＯ２ＣＯ２ＣＯ２/年年年年
化石燃料削減量：９０ｋｌ化石燃料削減量：９０ｋｌ化石燃料削減量：９０ｋｌ化石燃料削減量：９０ｋｌ/年年年年（原油換算）（原油換算）（原油換算）（原油換算）





バイオマス発電所の運転状況（通算）

年年年年 月月月月 運 転 日 数運 転 日 数運 転 日 数運 転 日 数

（（（（d））））

発 電 時 間発 電 時 間発 電 時 間発 電 時 間

（（（（h））））

総 発 電 量総 発 電 量総 発 電 量総 発 電 量

（（（（MWh））））

総 送 電 量総 送 電 量総 送 電 量総 送 電 量

（（（（MWh））））

温 水 供 給温 水 供 給温 水 供 給温 水 供 給

量量量量 （（（（ ｔｔｔｔ ））））

チ ッ プ 使チ ッ プ 使チ ッ プ 使チ ッ プ 使

用 量用 量用 量用 量 （（（（ ｔｔｔｔ ））））

H19.1～3 48 297 24 17 ―
33

（37）

H19.4～
H20.3

276 2789 190 133
1168

(68Gcal)

308

（395）

H20.4～
H21.3

240 2371 175 128
1027

(66Gcal)

271

（399）

H21.4 18 142 9 6
43

( 3Gcal)

14

（19）

H21.9～
H22.3

135 1167 100 76
394

（22Gcal）
131

（176）

H22.4～
H23.3

273 2788 192 132
1014

（68Gcal）
273

（396）

H23.4～
H23.9

148 1701 121 84
745

（47Gcal）
162

（228）

計 1138 11254 811 576
4392

(274Gcal)

1192

(1651)

Ｈ２３年９月末現在

◆◆◆◆チップ使用量は、１３％チップ使用量は、１３％チップ使用量は、１３％チップ使用量は、１３％-wet換算値。（換算値。（換算値。（換算値。（ ）内はヤード計量値。）内はヤード計量値。）内はヤード計量値。）内はヤード計量値。



９月１３日　コジェネ送電状況
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９月１３日　コジェネ発電状況
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９月１３日　ＲＰＳ売電状況
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９月１３日　需要電力

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0

0 :0
0

1 :0
0

2 :0
0

3 :0 0 4 :0
0

5 :0
0

6 :0 0 7 :0 0 8 :0
0

9 :0
0

1 0:0
0

11
:00

12
:00

13
:00

1 4:0
0

15
:00

16
:00

17
:00

1 8:0
0

1 9:0
0

20
:00

21
:00

2 2:0
0

23
:00

kW
h

系列1

９月１３日　電力購入状況

0

10

20

30

40

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

kW
h

系列2

木質バイオマス・コジェネの運転（秋） 平成２０年９月１３日（土）

発電状況
ＲＰＳ売電状況

送電状況

購入電力需要

購入電力状況



・原木搬入
・チップ加工
・チップ輸送

キ ノ コ 菌 床

敷 き わ ら

製 紙 チ ッ プ

土壌改良材

燃 料 チ ッ プ

そ の 他

チ ッ プ 加 工 場

バイオマス
発 電

元 気 村

風呂

足湯

電 気

熱 温水

ハウス 熱 温風

燃料チップ

バイオマス

伐 採丸 太

木材利用 薪拾い

木
材
利
用 市有林

搬出実験
製材端材

燃料チップ

チップ化実験

ハウスへの熱供給実験
・連続運転実証

ガ ス 化
発 電 実 験

継続運転実証・
運転特性の把握など

１ 林地残材等未利用木質バイオマス
利用のコスト削減

２ バイオマス発電所のスムーズかつ
継続運転の確立

３ 生産エネルギー等の利用

○ ＤＳＳ運転で安定かつ安全な継続運転の確保
○ 林地残材等木質バイオマスの利用量300ｍ3

○ 林地残材等木質バイオマスの収集・輸送・チッ
プ加工により供給（消費先）までのコスト（消費者
用チップ価格） １５，０００円/ｔ－dry以下に

○ 熱利用効率の報告

地域実証試験事業の概要 Ｈ19

チップ化実験

燃料チップ

燃料チップ



2007年度年度年度年度 秩父市の木質バイオマス・エネルギー事業秩父市の木質バイオマス・エネルギー事業秩父市の木質バイオマス・エネルギー事業秩父市の木質バイオマス・エネルギー事業

バイオマス事業によるバイオマス事業によるバイオマス事業によるバイオマス事業による
市有林の丸太生産量市有林の丸太生産量市有林の丸太生産量市有林の丸太生産量

634 m3

バイオマス事業によるバイオマス事業によるバイオマス事業によるバイオマス事業による
林内整備効果林内整備効果林内整備効果林内整備効果 16．8 ha

バイオマス調達量バイオマス調達量バイオマス調達量バイオマス調達量
701 m3

電気供給電気供給電気供給電気供給 133 MWh

温水供給温水供給温水供給温水供給 1168 t

視察・環境学習利用視察・環境学習利用視察・環境学習利用視察・環境学習利用
262組組組組 2808人人人人

チップ加工場チップ加工場チップ加工場チップ加工場

チップ使用量チップ使用量チップ使用量チップ使用量 308 t
（（（（13%‐wet））））

製材所製材所製材所製材所

木材センター木材センター木材センター木材センター

バイオマス・ストックヤードバイオマス・ストックヤードバイオマス・ストックヤードバイオマス・ストックヤード

県有林・私有林等からの県有林・私有林等からの県有林・私有林等からの県有林・私有林等からの
バイオマス調達バイオマス調達バイオマス調達バイオマス調達 489ｍｍｍｍ3

234t‐CO2のうち、熱電併給によるのうち、熱電併給によるのうち、熱電併給によるのうち、熱電併給による
元気村への元気村への元気村への元気村へのCO2排出削減効果排出削減効果排出削減効果排出削減効果

90 t‐CO2 排出削減排出削減排出削減排出削減

－バイオマス事業による－バイオマス事業による－バイオマス事業による－バイオマス事業による 温暖化防止効果－温暖化防止効果－温暖化防止効果－温暖化防止効果－
市有林の森林整備による市有林の森林整備による市有林の森林整備による市有林の森林整備によるCO2吸収源対策吸収源対策吸収源対策吸収源対策 54 t‐CO2/年年年年

市有林の丸太生産による炭素市有林の丸太生産による炭素市有林の丸太生産による炭素市有林の丸太生産による炭素 固定等固定等固定等固定等 386 t‐CO2相当相当相当相当

（製材端材の利用を含む）（製材端材の利用を含む）（製材端材の利用を含む）（製材端材の利用を含む）
市有林等からの市有林等からの市有林等からの市有林等からの
バイオマス調達バイオマス調達バイオマス調達バイオマス調達

212ｍｍｍｍ3

バイオディーゼルバイオディーゼルバイオディーゼルバイオディーゼル
燃料工場燃料工場燃料工場燃料工場

バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス
コジェネコジェネコジェネコジェネ

電気供給電気供給電気供給電気供給

吉田元気村吉田元気村吉田元気村吉田元気村BDF生産生産生産生産700 ℓ バイオマス・コジェネによるバイオマス・コジェネによるバイオマス・コジェネによるバイオマス・コジェネによる
化石燃料代替化石燃料代替化石燃料代替化石燃料代替CO2排出削減効果排出削減効果排出削減効果排出削減効果

234 t‐CO2 排出削減排出削減排出削減排出削減

総発電量総発電量総発電量総発電量

190 MWh

BDFによる化石燃料代替による化石燃料代替による化石燃料代替による化石燃料代替CO2排出排出排出排出
削減効果削減効果削減効果削減効果 1.5 t‐CO2 排出削減排出削減排出削減排出削減



バイオマス利用に伴うシステム

主 伐
間 伐
森林残材

調 達 運 搬森 林
作 業

運 転

熱 電 気 炭 CO2

環 境
学 習

エネルギーの供給 循環資源の供給

タール

循環利用
検 討

加 工

木材利用

地域資源の
循環利用

エネルギー
の地産地消

森林
整備



ふるさと雇用再生
基金活用事業

                       新規新規新規新規雇用雇用雇用雇用数数数数    

                        4444人人人人    

 

 

                        1111人人人人    

 

 

 

                        3333人人人人    

 

                            

間伐材の搬出、林内整備 

チップ加工 

チップの輸送 

バイオマス発電所の運転などの業務 

発電所を活用した体験教育の実践 

間伐材の運搬 



ちちぶバイオマス元気村発電所の運転時間が、
１万時間達成 !!

平成２３年５月２７日

秩父市環境立市推進課

 

ちちぶバイオマス元気村発電所は、２０１１年（平成２３年）５

月２７日午前１１時１７分、秩父市が運転を始めてからの運転時間

が、１万時間に達しました。 

この間約４年５か月、ちちぶバイオマス元気村発電所への市民並

びに関係者の皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。 

 

２００７年（平成１９年）１月１０日、木質バイオマス・ガス化・

ガスエンジン・コジェネシステム（月島機械㈱製作）が完成し、秩

父市職員による運転を始めました。同年４月１日には、吉田元気村

施設の営業に合わせ電気と温水を供給するため、ＤＳＳ（注）によ

る１日１２時間、年間３００日を目標とした本格運転を始めました。

２００９年（平成２１年）９月からは、㈱龍勢の町よしだに運転業

務を委託し、現在に至っています。 

 

 運転当初は、背板から作った燃料チップを使いましたが、森林か

らの燃料供給システムをつくることが大きなテーマでした。 

秩父市では、山からの未利用間伐材の搬出を続け、現在、バイオマ

ス発電所で使う燃料チップは全て森林から調達したものです。この

事業の目的である森林の再生と保全、森林資源の有効利用を着実に

進めています。 

木質バイオマスのガス化は、まだまだ分からないことが多い研究

事業です。月島機械㈱の技術者とともに、様々な困難事象を解決し

てきた今までの経験を糧に、今後も運転時間を更新してまいります

ので、引き続きご理解・ご支援をお願い申し上げます。 

 

注 ＤＳＳ；Daily Start and Stop 日ごとに起動し停止する運転 







山間地域などで、
低エネルギーで
排水の汚れをきれいにし、
河川などへの負荷を
軽減する方法を実験

スギチップ等を利用した排水の浄化実験
 

元気村実験装置　　　ＢＯＤ
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おが屑式 バイオトイレ

下水道センター下水道センター下水道センター下水道センター
の外トイレに設置の外トイレに設置の外トイレに設置の外トイレに設置

橋本さん宅橋本さん宅橋本さん宅橋本さん宅



チップボイラー、薪ストーブな
ど、地域の木質燃料を利用



「ちちぶ森と水の応援団」「ちちぶ森と水の応援団」「ちちぶ森と水の応援団」「ちちぶ森と水の応援団」
荒川流域の人たちに、秩父のよき理解者として継
続的に森林保全の活動に参加していただけるよう
に。

◆ 紅葉に彩る植樹

のつどい

◆ どんぐりを拾う会

◆ 下草刈りイベント

◆ ボランティア間伐

◆ 薪拾いイベント



森林の循環と秩父市の取り組み

植 樹

～保育～
下草刈り
枝打ち
間 伐

伐 採薪拾
い

どん
ぐり拾

い

紅葉に彩る植樹の集い

ボランティア
間 伐

下草刈りイベント

どんぐりを拾う会

利用間伐

間伐材の
搬出実験

木材利用

バイオマス利用

育育育育 てててて るるるる

利用する利用する利用する利用する

薪拾いイベント



使用済みてんぷら油リサイクル事業

― 目目目目 的的的的 ―

・ 資源の有効活用
・ 市民参加型の地球温

暖化対策
・ 循環型社会の構築
・ 環境学習の展開
・ 環境保全意識の啓発

「学校給食調理場、一般家庭などからの使用
済みてんぷら油を集めてディーゼル燃料化」

― ＢＤＦの用途ＢＤＦの用途ＢＤＦの用途ＢＤＦの用途 ―

・ 市公用車（トラック、移動図書館車、
学校給食運搬車等、現在７台を運行）

使用済みてんぷら油の収集
• 学校調理場、保育所などから

• 一般家庭、事業所などから

油油油油 油油油油

油油油油

油油油油

油油油油

ちちぶバイオマスちちぶバイオマスちちぶバイオマスちちぶバイオマス

てんぷら油てんぷら油てんぷら油てんぷら油
リサイクル工場リサイクル工場リサイクル工場リサイクル工場

BDF BDF
BDF

市民、地域、学校などによる市民、地域、学校などによる市民、地域、学校などによる市民、地域、学校などによる

「有価物回収」「有価物回収」「有価物回収」「有価物回収」

市民参加型

地球温暖化対策

１円/ℓで購入



使用済てんぷら油の回収と ＢＤＦの製造状況

移動図書館

ワゴン車
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ＢＤＦ供給量と走行距離、CO2削減効果

▲ 1,478

▲ 8,203

▲ 14,460

▲ 13,341

▲ 16,000
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0

ＢＤＦによるＢＤＦによるＢＤＦによるＢＤＦによるＣＯ２ＣＯ２ＣＯ２ＣＯ２排出削減量排出削減量排出削減量排出削減量
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ＢＤＦ車両の走行距離ＢＤＦ車両の走行距離ＢＤＦ車両の走行距離ＢＤＦ車両の走行距離km

秩父市で製造したＢＤＦで、秩父市で製造したＢＤＦで、秩父市で製造したＢＤＦで、秩父市で製造したＢＤＦで、
• 平成２１年度は、地球 １ 周分に

相当する距離を走行。これは軽
油を使ったときに排出されるＣＯ
2を１４．５ｔ排出削減したことにな
ります。

• 平成１９～２２年度までには、Ｂ
ＤＦでの走行距離は１０万ｋｍを
達成。ＣＯ2排出削減量はトータ
ル３７．５ｔになりました。



平成２２年度 ＢＤＦ給油量・走行距離、主な効果

車両車両車両車両 供給量供給量供給量供給量 走行距離走行距離走行距離走行距離

ユニック車 ５８０ ℓ ３４２７ ｋｍ

ミューズパーク２ｔダンプ １１５８ ℓ ９７４２ ｋｍ

移動図書館車 １４７９ ℓ １０２３５ ｋｍ

吉田支所ワゴン車 ４３６ ℓ ３８２８ ｋｍ

道づくり河川課トラック ８２０ ℓ ６０８７ ｋｍ

吉田給食配送車 ５３３ ℓ １９８５ ｋｍ

緑のリサイクル号 ８６ ℓ ２７８ ｋｍ

計 ５０９２ ℓ ３５５８２ ｋｍ

主な効果：
① ＣＯ２排出削減量 １３．３トン

② ＢＤＦ製造コスト ４２．２４円／ℓ、軽油代金 １０９円／ℓより
コスト削減効果 → ▲３３９，９４２円／年



環境体験合宿へのご案内環境体験合宿へのご案内環境体験合宿へのご案内環境体験合宿へのご案内
～ 実施事例 ～

秩父市 環境部 環境立市推進課

吉田元気村



木材センターで丸太価格の実際を学ぶ木材センターで丸太価格の実際を学ぶ木材センターで丸太価格の実際を学ぶ木材センターで丸太価格の実際を学ぶ

プ ロ ジ ェ ク ト



視察見学・環境学習による効果

• 環境立市推進課、旧バイオマ環境総合研究所、地域エネルギー・環境対策課取り扱い分
• 平成２３年３月３１日現在

組 人数 組 人数 組 人数

平成１８年度 １，３３４ １，３３４

平成１９年度 ２６２ ２，８０８ ２６２ ２，８０８

平成２０年度 １５０ ２，３４４ ７ ７８０ １５７ ３，１２４

平成２１年度 ８７ １，３２１ ２ ３３９ ８９ １，６６０

平成２２年度 ７５ １，０２０ ２０ ９４０ ９５ １，９６０

計 ５７４ ８，８２７ ２９ ２，０５９ ６０３ １０，８８６

バイオマス発電所等 森林・環境体験学習等 合計

バイオマス発電等の視察見学、森林・環境体験学習等の受入状況

年度



課 題
・森林整備、維持保全のための公的支援の創出

→「森林環境税」など

・森林管理道・作業道などの森林施業基盤の整備、高性
能林業機械等による新しい森林施業の創出

→林業経営の再興

→環境の維持・保全 車の両輪

・新エネルギーの高値買取

→地球温暖化問題への対応、原油価格の高騰、 将来
のエネルギー供給の安全確保のために

・バイオマス発電事業運営への公的支援の創出

→資源の循環利用、環境保全、雇用創出のために



森林施業方法の検討 ⇒ 持続型の森林へ

○ 高性能林業機械の検討

○ 作業道等路網の活用

○ 森林ＧＩＳの活用・ 効率化、コスト削減、持続性 ｅｔｃ

秩父地域の民有林において主伐及び間伐時に
発生する土場残材の年間発生量と推定収集コスト
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【クリーンエネルギーの活用における課題】

森林を保全しながら働く場所の確保、森林施業の効率化・低コスト
化、森林資源のクリーンエネルギー自給力の向上、将来への森林
持続性の確保

緑の分権改革推進事業

【事業の取組内容】

①利用間伐実験（車両系
間伐、架線系間伐）

② ボランティアによる林地
残材搬出

③ 木質燃料センター（薪ス
テーション）の設置検討

④森と共生する木質燃料
の需要家創出プロジェク
ト（薪・ペレットストーブ）

薪ストーブ

木材利用

車両系間伐 架線系間伐
林地残材搬出利用間伐

製材用 燃料用 燃料用

木質燃料センター

チップ ・ 薪の加工・供給
ペレットの供給　（製造済のものを使用）

チップ工場

バイオマス発電
公共
施設

森の資源の地産地消森の資源の地産地消森の資源の地産地消森の資源の地産地消
〔秩父市〕〔秩父市〕〔秩父市〕〔秩父市〕

家庭

ペレットストーブ

公共
施設 家庭

木質燃料の多様な利用形態を創出

事業イメージ



利用間伐実験～車両系、架線系

• 林内に作業道を作り、車両
系高性能林業機械を導入

• ロングリーチハーベスタ;

伐倒、玉切り、集積

• スーパーロングリーチグラッ
プル； ２０ｍ先（最長４０ｍ
先）の伐倒木を木寄せ

• 大型タワーヤーダを利用
し、間伐木を搬出する

• 積荷３トン、８００ｍ集材が
可能

• 林道密度の少ない秩父で、
新たな搬出手法の実験

先柱先柱先柱先柱

搬器搬器搬器搬器



新たな機械集材機械体系による適正作業方式の棲み分け新たな機械集材機械体系による適正作業方式の棲み分け新たな機械集材機械体系による適正作業方式の棲み分け新たな機械集材機械体系による適正作業方式の棲み分け

森林ＧＩＳによるシミュレーション、マッピング森林ＧＩＳによるシミュレーション、マッピング森林ＧＩＳによるシミュレーション、マッピング森林ＧＩＳによるシミュレーション、マッピング



薪拾い活動＃２
「軽架線集材」



薪拾い活動＃３ 「ジグザク集材」



薪割ボランティアの活動

薪割作業は、ボランティア間伐隊や薪ストーブのモニター
の参加で行われている。 かなり、忙しく、大変な作業だ。



薪ストーブを囲んで団欒

薪ストーブの周りは、打ち合わせや、世間話
など、新しいコミュニケーションの場となった。





森のクリーンアップ＆薪供給システム構築事業のイメージ

○課題；
・所有する森林をきれいにしたい。
・間伐材を有効活用したい。

○本事業での実施内容；
・ボランティアを活用し、森林内に
残されている間伐材を搬出する。

○今後の方向
・事業の成果を広くＰＲし、多くの森
林所有者からの参加を募る。
・良好な森林環境整備の推進と地
域資源の有効活用をさらに進め
る。

市内民有林

ボランティア間伐隊

薪拾いボランティア

木質燃料セン
ター

市
役
所
・
薪
ス
ト
ー
ブ
利
用
者

民有林からの切捨て間伐材に係る情報提供
薪の提供

間伐材搬入

薪拾い実施場所の
情報提供

間伐材搬出

薪拾い実施
ボランティアへの参加も

○課題；
・荒川流域の水を守りたい。
・ボランティア活動に参加したい。

○本事業での実施内容；
・ボランティア間伐隊を募集、育成
し、切捨て間伐材搬出作業の中心
的役割を担う人材とする。
・荒川流域全体に対して薪拾いボ
ランティアを募集し、切捨て間伐材
搬出作業を実施する。

○今後の方向
・行政から独立し、ボランティア間
伐隊が独自に作業が行える環境を
整える。
・ボランティアからサブビジネスとし
ての展開を図る。

○課題；
・薪のサプライヤーがいない。
・この仕組みの核となる存在がな
い。

○本事業での実施内容；
・切捨て間伐材がある民有林情報
のデータベース化。
・山林所有者とボランティアを繋ぐ
役割の検討。
・効率的な薪製造の検討。
・薪販売の価格設定の検討。

○今後の方向
・組織の独立採算化（NPO化など）
・ボランティアの管理。

①良好な森林
環境の整備

②薪ストーブ
利用者の利便
向上による薪
ストーブ増加

②木質燃料の
利用拡大によ
るＣＯ2削減

アンケート
調査

森のクリーンアップ＆薪供給システム構築事業



Ｈ２３ 森林資源活用事業



秩父市バイオマスタウン構想



2011/06/09 秩父市長ブログ秩父市長ブログ秩父市長ブログ秩父市長ブログ 秩父地域の木材を使おう！秩父地域の木材を使おう！秩父地域の木材を使おう！秩父地域の木材を使おう！
• 初夏の季節を迎え、秩父の山並み
• も緑色が濃くなってきました。山々
• を見渡すと、山肌の色具合が多少
• 変わっている所もあり、伐採し植林
• が少しずつではありますが進んで
• いるように思えます。吉田地区では
• 特定分収育林事業で伐採や植林が
• 進んでいますが、秩父市は約８７％が

森林であり、伐採可能な森林地帯がまだまだたくさんあります。
私は、市長に就任後、秩父産木材の利用拡大を図ることを訴え
てきました。その一環として、まずは公共施設から地元の木材を
使おうと考えており、動き出したこの取り組みとして、秩父消防署
の分署建設にも秩父産木材をふんだんに使った設計がなされて
います。今後は、ときがわ町や島根県江津市の取り組み等を参
考にして、秩父地域ならではの計画を考えてまいります。そして、
いずれは秩父地域の皆さんが、新築、増築、改修等をする際に
地元の木材を利用していただきたいと願っております。とにかく、
木材をもっと使わなければ山は蘇らないと考えます。



秩父の家づくりプラン集秩父の家づくりプラン集秩父の家づくりプラン集秩父の家づくりプラン集

①本物の木の家ができます

②顔の見える家づくりができ
ます

③秩父の森林が元気になり
ます

④秩父の木は高いの？
・・・決して高くありません

⑤秩父の木は丈夫です

※ 出口をつくる !!



ご清聴ありがとうございました

秩父のブナ原生林

• 地球温暖化の影響で、白神山
地のブナ林が消滅するという
話も聞く

• 秩父山地に生息するブナ林も
同じ予測ができる

• 古くは富士山講、三峰講、鎌
倉道として、人々の往来に使
われた都県を超える「仙元峠」

• この峠をエコルートとし、多く
の人に文化の継承とともに、
エコ意識を啓発していきたい

注；仙元峠は、秩父市と奥多摩町を結ぶ峠

人を潤す水がめ
秩父のブナ林を歩く


